
 こんげつの詩
し

 

『あ
 

んちゃん』 

高
たか

部
べ

 晴
せい

市
いち

 作
さ く

 童心社
どう しんしゃ

 

あ
 

んちゃんは、からだが大きくて

う
 

でずもうもがっこうでいちばん。 

じ
 

まんのにいちゃんなんだ。 

『ぼくの一輪車
いちりんしゃ

は 

雲
くも

の上
うえ

』 

山口
やまぐち

 理
さとし

 作
さ く

  文
ぶん

研
けん

出版
しゅっぱん

 

何
なに

をやっても「ふつう」の少
しょう

年
ねん

 

健
けん

太
た

は、富
ふ

士
じ

山
さん

のてっぺんを一輪車
いちりんしゃ

で走
はし

ってみたいという夢
ゆめ

を持
も

ちま

す
 

。 

 

 

秋
あき

は気
き

候
こう

がおだやかで、夜
よる

も長
なが

く、本
ほん

を読
よ

むのに 

最
もっと

もよい季
き

節
せつ

です。 

秋
あき

の夜
よ

長
なが

、ちょっとテレビを消
け

して本
ほん

をひらいて 

みま
 

せんか。 

『建
たて

具
ぐ

職
しょく

人
にん

の千
せん

太
た

郎
ろう

』 

岩崎
いわさき

 京
きょう

子
こ

 作
さ く

 くもん出
しゅっ

版
ぱん

 

7歳
さい

で建
たて

具
ぐ

屋
や

に奉
ほう

公
こう

に出
だ

された

千
せん

太
た

郎
ろう

。まだ友
とも

だちと遊
あそ

んでいたい

さかりですが、いろんな人
ひと

と出会
で あ

う

なかで、しだいに腕
うで

のよい建
たて

具
ぐ

職
しょく

人
にん

を目指
め ざ

すようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

くぬぎばやしで 

どんぐりを だいていたら 

かぜが ひゅうと 

とおりすぎました 

みあげると 

こえだを すかして 

あおいそらが みえました 

きれいだよ きれいだよ と 

なんかいも いいたくなる 

あおい そらでした 

 

「あきのそら」 こねずみしゅん 

出
しゅっ

典
てん

『のはらうたⅤ』 

工
く

藤
どう

直
なお

子
こ

 作
さく

  童
どう

話
わ

屋
や

 

 

本
ほん

の 

し
 

ょうかい 

平成
へいせい

２５年度
ね ん ど

 第
だい

６号
ごう

 西方
にしかた

小学校
しょうがっこう

図
と

書室
しょしつ

 

  

 

高
こう

 

学年
がくねん

 

中
ちゅう

 

学年
がくねん

 

 

低
てい

学年
がくねん

 

 

913 
ｲ 

 

E 

ﾀ 
 

 

913 
ﾔ 

 

 

季
き

節
せつ

のことば 
おしらせ 

とうかしたしむ（灯火親しむ） 

 明
あ

かりの下
した

で、勉
べん

強
きょう

したり本
ほん

を読
よ

んだりすること。 

 このことばは、中
ちゅう

国
ごく

の韓
かん

愈
ゆ

という

人
ひと

の詩
し

の一節
いっせつ

が元
もと

になっています。 

すずしくて夜
よる

の長
なが

い秋
あき

は、読書
どくしょ

に適
てき

しているという意味
い み

の詩
し

です。 

☆校
こう

内
ない

読
どく

書
しょ

週
しゅう

間
かん

 

１０月
がつ

２８日
にち

（月
げつ

）～ 

１１月
がつ

 １日
ついたち

（金
きん

） 

 

図
と

書
しょ

室
しつ

に本
ほん

を借
か

りに 

来
き

てください。 


